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材料科学研究所として目指すデジタルライブラリーNIMS eSciDoc

1. 経緯

2. 研究サイクルと研究情報（ヒアリングからコンセプト構築まで）

3. コンセプト（研究者が無意識に使う身近なライブラリ－を目指して）

の全体像（サ ビ ）4. NIMS eSciDocの全体像（サービス）

5. NIMS eSciDocの全体像（データフロー）

6 ライブラリーコンテンツ（文書・画像・図書）6. ライブラリ コンテンツ（文書 画像 図書）

7. ライブラリーサービス（セルフアーカイブ，分野ライブラリー，プロジェクトライブラリ
ーからeScienceまで）

8. ライブラリーの拡張サービス１：NIMS研究者総覧「SAMURAI」
①所内DB横断データ取得、②職員－著者同定、③CrossRef／DOIの活用、④外部DBとの

通信、⑤SAMURAI－eSciDoc通信、⑤SAMURAI eSciDoc
9. ライブラリーの拡張サービス２：自己アピールや研究プロジェクト／グループ成果の

発信支援

① テ プ ト化 ②自分活用支援 デ タ書き出し ③ クセ 統計 可視化①WordPressテンプレート化、②自分活用支援のデータ書き出し、③アクセス統計の可視化

10. 課題と解決

11 将来像11. 将来像
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NIMS eSciDocのこれまで
­History of NIMS eSciDoc

 2008 04 :: MPDLとの共同研究スタート（3年間） 2008-04 :: MPDLとの共同研究スタ ト（3年間）
 共同開発

 日本対応の仕様検討、議論

 2008-09 :: PubMan・テスト運用開始
 文書系リポジトリ

セルフア カイブプラットフォ ム セルフアーカイブプラットフォーム

 2009-04 :: 画像コレクション・テスト運用
 データリポジトリデ タリポジトリ

 付随資料集

 2009-10 :: eSciDoc.JPスタート
 共同リポジトリ

 コレクション・研究室単位での運用

 2010-07 :: NIMS研究者総覧 2010-07 :: NIMS研究者総覧
 組織機関単位運用、一括登録

 人事・研究者情報統合、ワークフローの完備
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研究サイクル・研究情報・アウトリーチ
－Research cycle, Research information, and Public access

学会出席 同僚と
多くの出版論文の

着想
Id

学会出席，同僚との

会話・・・メモ
中から自分の論文
に“気づきを集める
PR” Idea
プレプリント・論文・
書籍・成果報告集

PR

検索・調
査

出版・引
用

参考文献の収集と

保存，議論メモ

書籍・成果報告集

として出版

学会や研究会で 査
Survey

用
Publish

実験データや計算結果

学会や研究会で

Procなどとして発表

実験データや計算結果

などのラボノート実験装置マニュアルや

計算ソフトウエアとして共有
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NIMS eSciDocのコンセプトNIMS eSciDocの ンセプト
–Concept of  NIMS eSciDoc

 研究者中心の設計
 研究者が「使ってみたいデジタルライブラリー」

 研究情報基盤としてのリポジトリシステムは，公刊物と非公刊物，
多様なアウトプットを繋ぐナビゲーション．

機構内情報の統合と共有化 機構内情報の統合と共有化

登録 保存から発信 利用集計まで さらに 登録・保存から発信・利用集計まで，さらに．
 一回の登録がセルフアピールという効用になるまで．

所内の発表許可願との連携で出版物情報はそのまま発信 所内の発表許可願との連携で出版物情報はそのまま発信

 研究プロジェクトのようなグループアピール（成果集）にも．



NIMS eSciDocの全体像­ Overview of NIMS eSciDoc service

NIMS研究者総覧研究者

NIMS eSciDocの全体像 Overview of NIMS eSciDoc service

セルフアーカイブ

研究情報発信
プラットフォーム
（ ）

アウト
リーチ

論文別刷（CMS） 論文別刷

書籍原稿

ク 統計

装置マニュアル 実験写真

文書系
PubMan

画像系
Faces

アクセス統計
可視化

サービス

参考文献

報告書等
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NIMSデジタルライブラリー
（NIMS eSciDoc）NIMS公

研究者総覧サービス
におけるデータフロー

式ホーム
ページ 研究者ポートフォリオ

発表文献情報
（PubMan）

② キーワード（分野情報）
の追加

⑤ データ公開・相互リンク

研究者総覧サービス
④

NIMS所内業務

② DOI情報追加 （samurai.nims.go.jp）

所内情報統合

④ DL情報取り込み

NIMS所内業務
システム

③ DLデータ出力
（業績情報＋研究者情報）

C. 論文本文

プ ド

所内情報統合
DB

B 確認＋研究紹デ アップロード
＋論文情報

編集

B. 確認＋研究紹
介情報の編集

特許データ
（XML, SGML）

①名寄せ、データ統合

半年おきに購入し、
更新（科学情報室）

A. データ
入力

更新（科学情報室）

総務課 IT室人事課

データ入力/業務利用

研究職員評価室

評価 / 業務



PubMan –文書系リポジトリツールPubMan  文書系リポジトリツ ル

• リポジトリシステム
• API対応

• OAI-PMH
SRW JSON• SRW, JSON

• Atom/RSS
• バージョン管理バ ジョン管理
• 固定URL
• 典拠管理（CoNE）典拠管理（ ）

• 著者, 雑誌 etc.
• ワークフロー
• 簡易登録
• 自動インポート

• ArXiv, PubMed etc.
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FACES –画像系（データ系）リポジトリFACES  画像系（デ タ系）リポジトリ

 画像アルバム・コレクションの公開

 柔軟なスキーマ設定（XML） → 電子顕微鏡画像、

 （今年度）アルバムアップロードの採用その他
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Materials Science Library –図書資料コレクションMaterials Science Library  図書資料コレクション

電子化資料のアーカイブ電子化資料のア カイブ
 レファレンスブック

 各種報告書 各種報告書

 ニュースレター

書籍（図書所蔵資料・寄贈資料の電子化）
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デジタルライブラリーサービスデジタルライブラリ サ
­ Digital library service
 セルフアーカイブ Self-archive
 分野ライブラリー Subject library ex.生体材料研究ライブラリー

 プロジェクトライブラリー Project library ex.元素戦略ライブラリー

 eScience
分野ライブラリー

電子化図書
資料資料

プロジェクト指向セ カイブ プロジェクト指向
ライブラリー

セルフアーカイブ
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デジタルライブラリーの拡張サービス １デジタルライブラリ の拡張サ ビス １
­ NIMS研究者総覧（Samurai）
­ NIMS Researchers DirectoryNIMS Researchers Directory

 NIMS研究者総覧（Samurai）
 機構全体の研究者（＋エンジニア）を網羅

 ResearcherPages（CMSツール = Wordpressプラグイン）
 研究者、研究グループの活動を網羅した内容を手軽に発信
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PubMan出版物情報などを取り込んだ
NIMS公式サイトでの研究者総覧サービス



Samurai –所内データの横断的情報統合Samurai  所内デ タの横断的情報統合
­ Data integration from several NIMS internal databases

 人事データベース人事デ タ ス
 氏名、所属、職位、メールアドレス、連絡先

 研究業績データベース 職員番号をキ に照合研究業績デ タ ス
 学術論文、著書、学会口頭発表

 タイトル、掲載誌、ページ数

職員番号をキーに照合

 外部資金情報
 e-Rad

所内情報統合所内情報統合
DB

名寄せ、データ統合

National Institute for Materials Science総務課 IT室人事課

データ入力/業務利用

評価室

評価 / 業務



Samurai –職員著者同定Samurai  職員著者同定
� Author identification
 人事データベースにおける職員番号を活用

 業績評価データベースの各著者に対応する職員番号と照合

 研究職員414人＋ReaD、KAKEN57%

外部著者：申請表記をそのまま登録
職員：職員番号を使って、研究者を同定
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Samurai – CrossRef/DOIの活用Samurai  CrossRef/DOIの活用
­ Adding DOI numbers for publications
 CrossRef APIの活用 cf. CiNiiにもリンク予定（論文同定ツール）

 ｛雑誌名、巻、号、開始ページ、刊行年｝： 4項目以上の一致でDOIリンクを自動付与

→ 学術雑誌で８割近い付与率

出版社版への誘導 出版社版への誘導
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Samurai –外部データベースとの連携Samurai  外部デ タベ スとの連携
­ Links/Communication across external DBs

NIMS eSciDoc内のポートフォリオ内 ポ ォリオ
JST ReaD
KAKEN / NII研究者リゾルバ
Researcher ID
Google Scholar
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Samurai – eSciDoc連携
 研究者情報

 人事データベースでの更新と同時に、eSciDoc 著者IDデータベース（CoNE）も更新

デ デ 業績データ（メタデータ）＋別刷りPDF（本文）
 初期登録時は SWORD プロトコルにより、機械的に登録、ID間のマッピングを保持

 eSciDocへの登録 更新情報は eSciDoc XML形式を定期ダウンロードにより自動同期 eSciDocへの登録、更新情報は、eSciDoc XML形式を定期ダウンロ ドにより自動同期

NIMSデジタルライブラリー
（NIMS eSciDoc）

研究者総覧サービス
（samurai nims go jp）

研究者ポートフォリオ

発表文献情報

（samurai.nims.go.jp）

所内情報統合 DL情報取り込み
発表文献情報

（PubMan）

所内情報統合
DB

情報取り込み

DLデータ出力
（業績情報 研究者情報）

C. 論文本文

アップロード

（業績情報＋研究者情報）

名寄せ、データ統合

アップロ ド
＋論文情報

編集A. データ
入力

究職員
入力

研究職員



NIMS eSciDocの派生サービス ­ 2の派生サ
­ Researcher Page – Researcher/Group­oriented CMS

 ResearcherPages（CMSツール = Wordpressプラグイン）g p
 研究者、研究グループの活動を網羅した内容を手軽に発信自動的に年月順の発表論文アーカイブ

論文付与キーワードによるブラウジング

PubMan上の登録論文の情報を自動展開、リンク付与
（Wordpress (CMS) 対応）
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（Wordpress (CMS) 対応）



研究者グループやプロジェクト単位でも手間少なくホームページ化

構造制御および電子状態制御に基づ
く新物質の開発

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業(H21年度)

登録論文の
分類化や

本研究プロジェクトは，結晶成長を前進させ単結晶での物性測定の実施
を目指すものである．また新しい配位子の合成，金属錯体合成を行い，

類
RSS配信など

関連 新たな単一分子性伝導体の実現を努める．

グループで
研究テーマ

の紹介

関連
リンク

成果一覧

グル プで
自在に書き込み

展開可能

の紹介

発表一覧

展開可能

ライブラリーから
論文リストを
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論文リストを
自動書き出し



NIMS eSciDocの派生サービス ­ 3NIMS eSciDocの派生サ ビス 3
­ Visualization of access statistics (jawstats)
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NIMS eSciDocの派生サービス – 4の派生サ
­ Export service

 エクスポートサービス
 CSV, eSciDoc XML, JST ReaD, ResearcherID, etc. 研究者独自データベース構築支援
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eSciDoc.JP
­ A testbed platform of eSciDoc in Japan
 共同研究、共同開発のための… 実験的 「共同リポジトリ」

本大学 研究室 化学 医学 カイブズ 日本大学 3研究室 – 化学、医学、アーカイブズ

 放射線医学研究所

 PubManの利用 PubManの利用
 NIMS eSciDocでの開発成果を反映

 コレクション単位で切り替え
 1ユーザアカウント利用 – 複数のコレクションを行き来できる
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今後の課題、将来今後の課題、将来
­ Future works…

NIMS S iD デジタ ライブラリ 機能とし 今後 課題 NIMS eSciDoc - デジタルライブラリー機能としての今後の課題

 日本語文献へのリンク（CiNii）
特許情報の登録 Samuraiから特許本文への誘導 特許情報の登録、Samuraiから特許本文への誘導

 別刷りPDFの活用：雑誌典拠情報、エンバーゴ情報の管理

 NIMS研究者・人情報検索ツールの整備究 情報検 備

 eSciDoc.JP
 PubManリリースバージョン更新 – 今月末: PubMan 5.0.9 → 6.1.x
 その他の連携ツール：Wordpress、統計可視化ツール、画像系（今年秋）

 機関連携 ⇒ 日本のサイエンス

 国連携 ⇒ 世界を舞台とする研究連携に応える
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